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☑

☐

☑

☐

☑
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1級25人、2級9人

12人 21人

項目 省エネタイプ・ICT搭載建設機械保有台数

1級29人、2級18人

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 1・2級施工管理技士資格取得人数

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2024年までの保有数5台

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年（3年累計）　12人採用

本社にて集中勉強会を実施し、現場協力により事務所で
の勉強時間を確保したり、受験費用の補助により、目標は
達成できた。

項目 若年者新規雇用人数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

省エネタイプ・ICT搭載建設機械等の導入促進に
よる効率化と安全性の向上

現状（2024年） 更新時（3年後）

2024年（3年累計）　9人合格

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

5台

前期の指標に対する実績

10台

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分
野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値
および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認く
ださい。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

2024年9人採用（3年間累計）

前期の指標に対する実績

地域若年者の雇用継続による技術の継承と地域貢献

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

地域のボランティア活動や行事に参加したり、地元学校か
らのインターンシップ受入れを行うとともに、毎年5/29創
立記念日に自主的な清掃活動も実施していることが達成
につながった。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a ものづくり補助金制度を利用し、積極的に省エネタイプ、
ICT搭載建設機械を導入し、達成できた。

2024年　保有台数　5台

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

地域社会から頼りにされる企業として、下請け会社、行政、地域等と常々対話を行い良好な関係を培って
いくとともに、社内においては社員の意見を聞き福利厚生の充実に努め、性別、年齢等を問わず誰もが働
きやすい職場環境づくりでチーム緒方を実現していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

計画的な若手、中堅幹部人材育成による技術精度の向上
（1・2級施工管理技士資格取得）

2024年6人合格（3年間累計）

省エネタイプ・ICT搭載建設機械等の導入促進による効率
化と安全性の向上

経済

環境

事業者名 株式会社　緒方建設

自然災害が頻発する中、今後の建設業界の変化や社員の年齢構成等を見通し社会資本整備の担い手、災害時には地
域の守り手として使命を認識し、今後特に省エネタイプのICT建機やドローンなど最先端技術を積極導入し、技術精
度、工事成績、生産性の向上に努めていく。また、後継者及び若手技術者を計画的に雇用、育成し、誰もが安心して
しっかり休め、どこよりも働きやすい職場環境の実現に努め、地域に愛され頼られる業界トップの企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

計画的な若手、中堅幹部人材育成による技術精度
の向上（1・2級施工管理技士資格取得）

地域若年者の雇用継続による
技術の継承と地域貢献


